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今月は、国定資産税の第 2期

分芝、 汚物手数料第 1期分を

納める月です。忘れないうち

に納入しておきま し ょう。
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亡
」
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

第19田県民体育

大会が 5月の28日

と29日の両日大村

市を主会場として

開催されました。

こんどの県体は

3年後に長崎県で

十聞かれる第24回国

体のリハーサルと

して、競技場を分

散した国体形式で

行なわれました。

、2司C 

《

3位、女子走高跳2位 (パドミシトン) 男子

団体3位、(軟式庭球) 教員団体3位、 教員個

人2位、壮年個人3位、 女子個人3位、 (ソフ ト

ボーノレ〕 一般男子3位 (ラグビー〉 優勝

(銃剣道) 団体3位、(クレー) 個人優勝、

団体3位、(エヤーライブル〉 ペヤ 1位、3姿

勢l位2位3位、伏射1位2イ立3位、(パスケッ ト〉

3位 (ハシドボーノレ)優勝

(体操)団体 2位 個人優勝

ぐ弓道) 近的 3位 (相撲〕

青年個人優勝、(ピストル〉

団体優勝、個人優勝

(写真) 優勝したラグ

ピーの熱戦

大村市は団体優勝は3競技、個人優勝は 9

種目、 8位以上に入賞したのはつぎのとおり

です。

(陸上〕 一般男子100メー トノレ 1位と 3位、青

年100メート ル1位と 2位、 青年200メート Jレ

2位と3位、 女子100メート ノレ3位、一般男子4

00メートノレ3位、 教員走巾跳2位、 青年走巾跳
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。
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も
ら
え
な
い

一

一

マ
役
所
か
ら
通
知
を
う
け
た
一

一

が
な
か
な
か
そ
の
と
お
り

一

一

に

な
ら
な
い
。
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、
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え
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思
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年
金
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一

一
登
記
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国
税
、
保
険
、
生
活
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保
護
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環
境
衛
生
、
農
地
、
一

一
郵
便
、

道
路
、
交
通
、
公
営

一

一
住
宅
、

河
川
、
公
害
、
そ
の
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他
一
般
許
認
可
な
ど
。
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杭出津排水路できる
¥YマV マママ
杭出津郷から森園郷を通って海

岸まで約1，200メート ノレ、巾、 深

さ約 1メート ノレの下水路ができあ

がっています。これは失業対策事

業として 4カ年計画で行なったも

のです。 総工費=約9，900，000円

永
久
選
挙
人

名
簿
を
調
製

選
挙
資
格
の
実
態
調
査

調
査
員
が
ま
い
り
ま
す

ご
協
力
く
だ
さ
い

き
た
る
六
月
二
十
日
を
調
査
現
在
日
と
し
て
、
選
挙
資
格
と
住
民
実
態
に
関

す
る
基
礎
調
査
が
、
全
国
の
市
町
村
で

一
斉
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
選
挙
人
名
簿
の
調
製
と
、
住
民

登
録
の
整
備
を
行
な
う
な
ど
の
目
的
を
も
っ
た
大
切
な
も
の
で
す
。

と
く
に
、
選
挙
人
名
簿
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調

製
し
て
い
た
基
本
選
挙
人
名
簿
と
、
選
挙
の

と
き
調
製
し
て
い
た
補
充
選
挙
人

名
簿
の
制
度
が
な
く
な
り
、
今
度
の
調
査
を
基
礎
に
し
た
永
久
選
挙
人
名
簿
に

切
り
か
え
ら
れ
ま
す
。
調
査
の
方
法
は
、
つ

、ぎの

と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す

の
で
、
調
査
も
れ
が
な
い

よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員

町
務
連
絡
員
お
よ

び
市
職
員

調
査
対
象

六
月
二
十
日
現

在
で
大
村
市
に
住
所
が
あ
る

人
全
員

⑪
年
令
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

調
査
票

現
在
有
効
な
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
お

よ
び
住
民
登
録
を
し
て

い
る

人
を
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
た

選
挙
資
格
住
民
実
態
に
関
す

る
基
礎
調
査
票
を
、
六
月
十

七
日
ま
で
に
各
世
帯
へ
調
査

員
が
届
け
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し

て
お

い
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
六
月
二
十
日

現
在
で
大
村
市
に
居
住
し
て

つH

蚊
μ

① 

蚊
は
ど
こ
に
発
生
す
る
か

一
口
に

い
え
ば
、
蚊
は
流

れ
の
な
い
水
溜
り
か
ら
発
生

す
る
の
で
す
。
蚊
の
種
類
に

よ
っ
て
発
生
場
所
は
い
ろ
い

ろ
で
す
が
、

具
体
的
に
は
大

体
つ

ぎ
の

よ
う
な
と
こ
ろ

で

し
ょ
う
。
駆
除
す
る
時
は
こ

う
い
う
と
こ
ろ
を
重
点
的
に

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

墓
地
の
花
立
、
あ
か
う
け

竹
の
切
株
の
水
た
ま
り
、

空
か
ん
空
び
ん
の
水
た
ま

り
、
防
火
水
槽
、
肥
料
溜

お
り
調
査
票
に
記
入
さ
れ
て

い
な

い
人
は
追
加
記
入
し
、

ま
た
調
査
票
が
な
い
世
帯
は

調
査
員
か
ら
別
に
調
査
票
を

も
ら
っ
て
、
こ
れ
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

調
査
票
の
と
り
集
め

調
査
員
が
六
月
二
十
五
日

ま
で
に
各
世
帯
を
訪
問
し
て

下
水
溜
、
水
田
な
ど
。

蚊
の
習
性

五
月
ご
ろ
か
ら
秋
の
お
そ

く
ま
で
活
動
し
ま
す
。
蚊
は

水
た
ま
り
は

ほ
う
ふ
ら
の
ア
パ
ー
ト

調
査
票
を
取
♂
集
め
に
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
調
査

員
が
記
入
内
容
に
つ
い
て
お

た
づ
ね
い
た
し
ま
す
。

調
査
票
の
記
入
要
領
に
つ

い
て
は
、
調
査
票
の
裏
面
を

よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
こ
の
調
査
に
つ

い
て

な
お
不
明
な
点
は
、
調
査
員

雌
だ
け
が
吸
血
し
、
雄
は
果

一

汁
や
、
植
物
の
汁
を
吸
っ

て

-

生
き
て
い
ま
す
。
血
は
生
存

一

に
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な

一

く
、
産
卵
の
た
め
に
必
要
な

一

も
の
と
い
わ
れ
主
す
。

蚊
の

一

一
回
に
吸
い
こ
む
血
液
の
量

一

は
お
よ
そ
二
J
三
ミ
リ
グ
ラ

一

ム
程
度
と
い
わ
れ
、
吸
血
に

一

活
動
す
る
時
間
は
種
類
に
よ

-

っ
て
異
な
り
、
昼
間
の
も
の

一

と
夜
間
の
も
の
と
が
あ
り
ま
一

す
。
活
動
時
間
以
外
は
、
壁

一

ふ
す
ま
、
障
子
、
床
下
な
ど

一

比
較
的
暗
い
場
所
に
と
ま

っ
一

て
い
ま
す
。
蚊
は
産
卵
さ
れ

一

て
か
ら
十
日
か
ら
十
五
日
で

一

成
虫
に
な
り
、
成
虫
は
一
ヵ

-

月
か
ら
二
カ
月
ぐ
ら
い
生
存

一

し
ま
す
。

一

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局、

市
民
課
ま
た
は
出
張
所

へ
お

た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ

の
調
査
に
よ
り

作
ら
れ
る
選
挙
人
名
簿
は
、

来
年
四
月
執
行
予
定
の
県
、

市
議
会
議
員
選
挙
に
使
用
す

る
選
挙
人
名
簿
調
製
の
基
礎

と
な
る
大
切
な
も

の
で
す
。
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お
し
ら
せ

口
口
口

料
理
講
座
を
聞
き
ま
す

口
口
口

市
内
に
仇
く
若
い
人
た
ち

の
た
め
に
つ
ぎ
の
と
お
り
、

料
理
の
青
年
学
級
が
開
か
れ

ま
す
。
希
望
者
は
、
六
月
二

十
日
ま
で
市
教
育
委
員
会
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
設
と
時
間

毎
月
第
三
日

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
午

後

一
時
ま
で
。

会
場

中
央
公
民
館

内
容

料
理
実
習
、
教
養
、

レ
ク
リ
ェ

l
ν
ョ
ン

F . 
1 
K 

コ
ー

ナ

l

開

講

日

六

月

二
十
六
日

受
講
費

テ
キ
ス
ト
代
、
実

習
材
料
費
な
ど
は
個
人
負
担

定

数

三

十
名

口
口
口

市
役
所
不
用
品
を
公
売

口
口
口

机
、
椅
子
な
ど
不
用
に
な

っ
た
も
の
の
公
売
を
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。
買
受

希
望
の
か
た
は
当
日
印
鑑
を

持
っ
て
お

い
で
く
だ
さ
い
。

公
売
日
時

六
月
十
八
日

午
後
一
時
か
ら

口
口
口

先
進
地
農
家
留
学
研
修
生
を
募
集

口
口
口

(3) 

今
年
度
第
一
回
目
の
農
村

青
少
年
の
先
進
地
農
家
留
学

研
修
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

農
家

の
青
少
年
を
他
の
地
方

の
す
ぐ
れ
た
農
家
に
派
遣
し

そ
の
農
家
の
家
族
と
生
活
を

共
に
し
な
が
ら
、

農
家
の
経

営
、
技
術
を
体
験
修
得
さ
せ

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

派
遣
地

静
岡
県
、
愛
知
県

愛
媛
県
、
高
知
県

派
遣
期
間
昭
和
四
十
一

年

か
ら
昭
和
四
十
二
年
三
月

ま
で
引
続
き
三
カ
月
以
上

資
格
現
在
農
業
に
従
事
し

て
い
る
中
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
持
つ
十
八
才
以

上
二
十
五
才
ま
で
の
男
女

申
込
期
限

六
月
二
十
日
ま

で
に
市
の
農
林
課
へ

公
売
場
所

市
役
所
う
ら

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金

入
礼
金
額
の

百
分
の
五
以
上
の
現
金

代
金
納
入
方
法

即
納

公

売

物

件

両

袖
机
、
平
机

1、
、♂5司

長
机
、
椅
子
、
長
椅
子
、

火
鉢
、
長
火
鉢
、
戸
棚
、

整
理
箱
水
揚
ポ

シ
プ
、
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
、
バ
イ

ク
、
自
転
車
、
煙
霧
器
、

オ
ル
ガ
ン
な
ど
。

口
口
口

靖
国
神
社
の
団
体
参
拝
者
を
募
集

ロロロ

例
年
県
主
催
で
実
施
し
て

い
る
戦
没
者
未
亡
人
の
靖
国

神
社
団
体
参
拝
の
希
望
者
を

募
っ

て
い
ま
す
。
希
望
者
は

六
月
十
五
日
ま
で
に
保
険
年

金
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

実
施
月
日

七
月
十
日
よ
り
十
六
日
ま
で

参
加
資
格

戦
没
者
に
係
る
恩
給
法
ま
た

は
援
護
法
の
裁
定
を
受
け
て

集
口

募
口

の
口

団拝巡跡
口
戦

口縄
口
沖

.... 

口
口
口

食
品
業
者
の
検
便
と
登
録

口
口
口

今
年
度
第

一
回
目
の
食
料

品
製
造
業
、

調
理
業
、
販
売

業

(
行
商
も
含
む
)
の
検
便

健
康
診
断
、
お
よ
び
食
品
販

売
と
行
商
の
登
録
を
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、

も
れ
な
く
受
診
登
録
を
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

料
金

検
査
手
数
料

登
録
手
数
料

件人
100 50 
円円

実施日 |場 所

6月 15日 |古町公民館

11 16日 |竹松出張所

21日 |松原公民館

22日 |大村保健所 1

23日 |

※ なお時聞は、・いずれも

9時30分から15時までです。

〆/

11 

本年沖縄に建立される

H鎮魂長崎の碑 H 除幕式

参列の巡拝団をつぎの要

領により募集します。希

望者は 6月25日までに保

険年金課または市遺族会

へ申し込みください。

実施期日

9月下旬

参加費

1人=29，000円

(6泊 7日)
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つゆどきの注意事項

いよいよっゆがやってきました。

'運転者も歩行者も、つぎのことに注意し、

交通事故を起さないようにいたしましょう。

【運転者】

①降雨時は視界が悪くなるばかりか自動車の

フロント点ラスがくもるのでブロシトガラス

の手入れとクリ ーナーの整備を励行すること
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⑧制限外の乗車、積載をし

ないこと。

③離合の際は、お互いに譲

り合って、安全な場所で行

なうこと。

⑮泥はねに注意すること。

【歩行者自転車乗用者】

①右側通行(歩道車道の区

別のあるところでは歩道通

行) を励行すること。

②近くに横断歩道があると

きは必ず横断歩道を横断す

ること。

③雨衣、 傘はできるだけ原

色のものを使用し、雨衣の

頭巾は正しくかぶること 。

④自転車の傘さし運転はし

ないこと。

⑤自転車は左側端をー列に

進行するこる。

⑤つゅの晴間またはつゆあ

げ時は、子供の路上遊ぎに

よる被害事故が多いので、

とくに注意すること。


